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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
幸
い
に
し
て
震

災
に
よ
る
人
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
住
宅
や
公
共
施
設
、
道
路
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
放
射
性
物
質
漏
え
い
事
故
は
、
市
民
生
活

や
産
業
活
動
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
災
害
の
復
旧
・
復

興
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
か
か
る
迅
速
な
情
報
公
開

と
一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
に
向
け
、
県
及
び

国
に
対
し
強
く
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
放
射
能
の
推
移
状
況
や
農
作
物
の
補
償

問
題
、
風
評
被
害
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
不
安
を
払

拭
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の

皆
様
の
生
活
と
安
全
を
守
る
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
共
に
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

【 写真右列】 （上）関下地区や青田地区では下水
道マンホールが隆起。(中）しらさ
わカルチャーセンターの天井が崩
落。（下）青田地区、新池の堤体が
決壊し水があふれ出た。

【写真左列】 （上）白沢保育所の園庭法面が崩落。
（下）石神市営住宅の西側側道法面
が完全に崩落。

高 松 義 行 市長

▲災害対策本部長として陣頭指揮をとる高松市長(中央奥)
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地
震
発
生
か
ら

 
1
カ
月
半
余
り
…
市
内
の
様
子
は

　

3
月
11
日 

午
後
2
時
46
分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東

1
3
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
で
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
巨
大
地
震
。
本
宮
市
役
所
で
震

度
5
強
、
白
沢
総
合
支
所
で
震
度
6
弱
を
記
録
し
、
約
3
分
間
に

わ
た
り
揺
れ
続
け
ま
し
た
。
こ
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
屋
根
瓦
が
崩

れ
落
ち
た
り
、
壁
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
と
住
宅
や
道
路
な
ど
の
公

共
施
設
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
内
19
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
避
難
所
に

は
一
時
1
2
0
0
人
余
り
が
避
難
。
地

震
直
後
か
ら
停
電
と
な
り
、
電
話
も
通
じ

な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
家
族
や
友

人
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
、
不
安
な
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
地
震
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
負
傷
さ
れ
た
方
が
い
な
か
っ

た
の
は
、
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
事
故
が
発
生
。
ま

た
、
食
料
品
を
は
じ
め
日
用
品
の
入
手
が

困
難
と
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の

燃
料
の
販
売
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
、
生

活
物
資
不
足
が
市
民
生
活
を
直
撃
し
ま
し

た
。　

　

地
震
か
ら
1
カ
月
半
余
り
経
過
し
ま
し

た
が
、
市
内
の
い
た
る
所
に
は
地
震
の
爪

あ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。　

荒井字北ノ内地内のＪＲ東北本線の跨線橋の前後の道路は、
強い揺れで路面が完全に崩壊

【下】避難所に避難された方たち［3/12、本宮小体育館］


